
（3）　平成30年11月4日発行　群馬県議会だより

◎
高
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
状
況
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

今
泉　

健
司

Q
全
国
的
に
も
、
自
治
体
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

整
備
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
県
内
の
高
校

の
整
備
状
況
を
伺
い
ま
す
。

A
国
の
整
備
方
針
で
は
、
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
等
大
型
提
示
装
置
の
常
設
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
の
整
備
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
公
立

高
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
率
は
７
．
４
％
で
、
全

国
平
均
の
２
２
．
５
％
を
下
回
り
、
大
型
提
示
装

置
の
充
足
率
は
２
７
．
８
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
生
徒
が
適
切
な
教
育
環
境
の
下
で

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
に
積
極
的
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
建
設
業
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の

更
に
一
歩
進
ん
だ
対
策
に
つ
い
て

 

公
明
党　

藥
丸　

潔

Q
適
切
な
施
工
管
理
を
行
う
た
め
の
具
体
的
な

基
準
を
策
定
し
、
工
期
延
長
や
経
費
の
加
算
、

サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
導
入
な
ど
、
よ
り
一
歩
進
ん

だ
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
県
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

A
冷
房
を
備
え
た
作
業
員
休
憩
所
の
設
置
な
ど

は
、
昨
年
度
か
ら
経
費
の
加
算
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
温
が
続
く
場
合
は

工
期
を
延
長
す
る
よ
う
、
今
年
度
、
県
の
機
関
や

市
町
村
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の

導
入
や
現
場
の
作
業
中

止
基
準
は
、
県
内
建
設

業
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。９

月
25
日
㈫◎

知
事
の
３
期
目
の
公
約
の
主
な
数

値
目
標
で
あ
る
、
１
人
当
た
り
の
県

民
所
得
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

織
田
沢　

俊
幸

Q
平
成
24
年
度
の
約
２
９
０
万
円
か
ら
平
成
31

年
度
に
は
３
１
５
万
円
と
す
る
目
標
で
す

が
、
達
成
で
き
そ
う
か
伺
い
ま
す
。

A
県
民
所
得
は
、
各
県
の
経
済
力
を
示
す
指
標

と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
標
の
達

質
疑
及
び
一
般
質
問

　

平
成
30
年
９
月
21
日
、
25
日
、
27
日
に
開
催
さ

れ
た
本
会
議
（
質
疑
及
び
一
般
質
問
）
で
は
、
次

の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
及
び
一
般
質
問
の
映
像
は
こ
ち
ら

○
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

９
月
21
日
㈮◎

今
後
の
危
機
管
理
対
応
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

大
手　

治
之

Q
全
国
で
相
次
ぐ
自
然
災
害
と
、
県
防
災
ヘ
リ

の
事
故
を
踏
ま
え
、
今
後
の
危
機
管
理
対
応

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

A
今
回
の
防
災
ヘ
リ
の
事
故
に
よ
り
、
県
警
ヘ

リ
や
近
県
７
県
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
広
域
性
と
機
動
性
を
有
す
る
防
災
ヘ
リ
は
、

本
県
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
の
危
機
管
理
対
応
に
つ
い
て
は
、
消

防
、
警
察
、
自
衛
隊
等
の
防
災
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
、
広
域
的
な
相
互
応
援
体
制
の
充
実
、
本

県
の
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

県
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

常
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

◎
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
方
針

に
つ
い
て

 

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　

後
藤　

克
己

Q
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
方
針
を
策
定
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
現
在
の
財
政
状
況
は
、
実
質
公
債
費
比
率
や

将
来
負
担
比
率
な
ど
、
全
て
の
指
標
が
早
期

健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
総
合
計
画
及
び
行
政
改
革
大

綱
に
「
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
」
を
掲
げ
、
そ

の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
将
来
を
含
め

た
歳
入
歳
出
の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
中
期
的

な
財
政
見
通
し
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
放
射
光
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
）

先
駆
的
研
究
や
国
内
外
の
大
学
及
び
国
公
立
研

究
機
関
・
産
業
界
の
研
究
機
関
と
多
彩
な
研
究
協

力
を
推
進
し
て
い
る
同
施
設
の
運
用
状
況
や
、
産

学
官
連
携
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

②
大
阪
府
庁
（
大
阪
府
大
阪
市
）

自
転
車
に
関
す
る
交
通
安
全
対
策
の
参
考
と
す

る
た
め
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
目
的

と
し
た
自
転
車
通
行
空
間
を
整
備
し
て
い
る
同
府

の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

③
権
現
ダ
ム
太
陽
光
発
電
所（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

保
有
す
る
土
地
や
ダ
ム
の
堤
体
に
太
陽
光
発
電

施
設
を
整
備
す
る
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
、
同
施
設
に
お
け
る
取
組
や
発
電

施
設
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

④
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
神
戸
工
場
（
兵
庫
県

神
戸
市
）

産
業
観
光
の
取
組
の
参
考
と
す
る
た
め
、
全
国

に
９
箇
所
あ
る
同
社
の
ビ
ー
ル
工
場
の
中
で
最
も

来
場
者
数
が
多
い
同
工
場
の
取
組
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

文
教
警
察
常
任
委
員
会

委
員
長
：
安
孫
子
哲
、
副
委
員
長
：
泉
沢
信
哉

委
員
：
岩
井
均
、
福
重
隆
浩
、
岩
上
憲
司
、

　
　
　

星
名
建
市
、
角
倉
邦
良
、
臂
泰
雄
、

　
　
　

金
井
康
夫
、
金
子
渡

◎
県
内
調
査

★
平
成
30
年
８
月
23
日
（
木
）

○
前
橋
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
）

子
ど
も
た
ち
の
「
学
び
」
と
「
遊
び
」
の
活
動

交
流
拠
点
と
し
て
平
成
25
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整

備
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
取
組
や
施
設
運
営
の

特
徴
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
県
外
調
査

★
平
成
30
年
７
月
24
日
（
火
）
〜
26
日
（
木
）

①
岩
手
県
立
図
書
館
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

魅
力
・
特
色
の
あ
る
図
書
館
づ
く
り
の
参
考
と

す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
75
万

冊
を
超
え
る
蔵
書
を
は
じ
め
豊
富
な
資
料
を
有
し

て
い
る
同
図
書
館
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

②
岩
手
県
教
育
委
員
会
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

同
教
育
委
員
会
が
教
員
の
多
忙
化
解
消
・
負
担

軽
減
に
向
け
導
入
し
て
い
る
「
部
活
動
指
導
員
」

の
配
置
や
、
県
立
学
校
へ
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導

入
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

③
北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
中
学
校
（
北
海
道

函
館
市
）

生
徒
全
員
が
常
時
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
学
習
に

活
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
、
同
校
の
時

代
の
最
先
端
を
い
く
教
育
内
容
や
学
校
教
育
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

④
宮
城
県
警
察
本
部
（
宮
城
県
仙
台
市
）

車
両
の
通
行
す
る
部
分
が
環
状
の
交
差
点
で
あ

る
環
状
交
差
点
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
）
整
備
の

先
進
県
で
あ
る
同
県
の
整
備
状
況
を
参
考
と
す
る

た
め
、
同
交
差
点
の
整
備
に
至
る
背
景
や
取
組
等

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
（
県
産
品
需
要
拡
大
特
別
委
員
会
、

弱
者
・
高
齢
者
対
策
特
別
委
員
会
、
公
共
交
通
・

観
光
振
興
特
別
委
員
会
、
ぐ
ん
ま
の
雇
用
戦
略
特

別
委
員
会
）
も
、
必
要
に
応
じ
て
県
内
・
県
外
で

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
県
内
調
査
・
県
外
調
査
の
状
況
は
、

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
に
向
け
、
重
点
施
策
と
し
て
、
群
馬
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
農
畜
産
物
の
輸
出
、

７
つ
の
交
通
軸
の
整
備
を
始
め
と
す
る
社
会
基
盤

整
備
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
直
近
の
統
計

で
あ
る
平
成
27
年
度
の
県
民
経
済
計
算
で
は
、
３

１
４
万
５
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
目
標
は
達
成
可

能
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
的
外
れ
な
土
木
事
業
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
つ
い
て

 

日
本
共
産
党　

伊
藤　

祐
司

Q
減
り
続
け
る
水
需
要
の
も
と
で
の
ダ
ム
建
設

や
、
交
通
量
減
少
が
顕
著
な
地
域
の
自
動
車

専
用
道
路
の
整
備
な
ど
、
的
外
れ
な
予
算
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
社
会
資
本
整
備
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
本

県
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
、
時
代
や
社
会

か
ら
の
要
請
、
地
域
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、
常

に
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
を
検
証
し
な
が
ら
推

進
し
て
お
り
、
的
外
れ
な
土
木
事
業
を
展
開
し
て

い
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
常
に
社

会
資
本
整
備
の
あ
り
方
を
検
証
し
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
遺
伝
子
組
換
え
カ
イ
コ
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

岸　

善
一
郎

Q
遺
伝
子
組
換
え
カ
イ
コ
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
実
績
と
、
今
後
の
実
用
化
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
蚕
糸
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
国
と
の
共
同
研
究

で
、
昨
年
10
月
、
緑
色
に
光
る
蛍
光
シ
ル
ク

を
生
産
す
る
遺
伝
子
組
換
え
カ
イ
コ
の
農
家
飼
育

を
世
界
で
初
め
て
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は
、

青
く
光
る
シ
ル
ク
や
強
く
切
れ
に
く
い
シ
ル
ク
を

生
産
す
る
遺
伝
子
組
換
え
カ
イ
コ
の
大
量
飼
育
技

術
の
開
発
、
ヒ
ト

用
医
薬
品
の
開
発

な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
低

コ
ス
ト
な
人
工
飼

料
や
一
年
中
、
カ

イ
コ
を
飼
育
で
き

る
技
術
の
開
発
に

も
取
り
組
む
予
定

で
す
。

前橋市児童文化センターにて

生産された緑色蛍光シルク繭


